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着任のご挨拶：県立長野図書館の皆さまへ（2020年 4月 1日） 

 

県立長野図書館の皆さん、おはようございます。 

ただいまご紹介いただきました森いづみです。この度、平賀前館長の後任として、県立長野

図書館長をさせていただくことになりました。一言、抱負をお話しさせていただきます。 

まずは、「直接サービス」を行う図書館についてお話します。先日、平賀前館長から引継ぎを

受けましたが、ランチタイムも含めて、みっちり 6時間ありました（笑）。頭がぱんぱんになった状

態で 2階へ行き、利用者カードを作ってもらいました。その時対応してくれた方は・・・もちろん、

私のことは知らなかったわけですが、とてもニコやかに過不足なく、適切な案内をしてくれまし

た。私にとって初めての県立長野図書館の利用体験が、気持ち良いものであったことを、とても

嬉しく感じています。ありがとうございました。 

一方、釈迦に説法ですが、県立長野図書館は、直接図書館に来る人達ばかりではなく、「図

書館なんて知らない、興味ない」という人も含めて、県民の方たち全てを対象とした「間接サー

ビス」のあり方を考える必要があります。 

世界は今、新型コロナウィルスと闘っています。感染拡大防止に世界中・日本中が人類の英

知を掛けて取り組み、私たち一人ひとりに協力が求められている今、なかなか思うように直接

サービスをすることができない状況になっています。皆さんも、「図書館の存在意義って何？」

「こういう時こそできることは？」と考え、話し合い、実践してきたのではないでしょうか。 

私の座右の銘は「ピンチはチャンス！」です。「災い転じて福となす」ということわざもあるよう

に、「危機的状況」において、ただ対症療法を施すだけではなく、新しい発想・新しい挑戦をする

チャンスと捉えることもできると思っています。 

例えば、3階の「信州・学び創造ラボ」で「信州発・これからの図書館フォーラム」の予告編

（※1）をオンラインで開催したことは、通信環境に課題はあったものの、新しい試みとして「ラ

ボ」の名にふさわしい実践でした。また、北海道博物館の呼び掛けで、全国に広まりつつある

「おうちミュージアム」（※2）は、新たに公開した「信州 ナレッジスクエア（※3）」の可能性を

考えるヒントになりそうです。「信州 知の連携フォーラム（※4）」で実践してきた、長野県内の

文化施設によるMLA連携（※5）の事業としても、取り組めることがあるのではないでしょう

か。 

一人一人が、一館一館が、単独ではなく、ネットワークを介して、長野県全域にどのようなサ

ービスを届けられるのか。そして受身なだけではなく、一緒に考え・創っていく県民の方たちと、

どのように協働できるのか、実践するチャンスの時だと思うのです。 

自粛ムードで閉塞感に陥りがちな時こそ、まず私たちスタッフが生き生きと楽しく仕事ができ

ることが大事です。これから皆さんと一緒に、そして多くの人たちと一緒に、県立長野図書館を

通した、「しあわせ信州（※6）」を形にしていきたいと思っています。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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＜出典・参考情報＞ 

 

※1 信州発・これからの図書館フォーラム「これからの公共について考えるための対話」シリー

ズ vol．4 ■予告編■「"こっそりごっそりとしょかんをかえよう" の そのまえに」 

https://www.facebook.com/1733183193389048/posts/3781605651880115/ 

 

※2 北海道博物館「おうちミュージアム」 

http://www.hm.pref.hokkaido.lg.jp/ouchi-museum/ 

 

※3 信州・知のポータル「信州ナレッジスクエア」を開設します 

https://www.knowledge.pref.nagano.lg.jp/now/news/osirase_200401_2.html 

 

※4 「信州 知の連携フォーラム」におけるMLA連携の試み 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jcul/112/0/112_2041/_article/-char/ja/ 

 

※5文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会『大学図書館の整備について（審議のま

とめ）－変革する大学にあって求められる大学図書館像』（2010.12）用語解説より 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/130165

5.htm 

MLA連携：ミュージアム（Museum）・図書館（Library）・文書館（Archives）の連携のこと。

それぞれの頭文字をとってMLA と呼ばれる。いずれも文化的情報資源を収集・蓄積・提供す

る公共機関であるという共通点を持ち、情報資源のアーカイブ化等の課題を共有していること

から、近年、連携の重要性が認識されてきている。 

 

※6 長野県『しあわせ信州創造プラン 2.0』 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/kensei/soshiki/shingikai/ichiran/sogokeika

ku/2018keikaku.html 
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